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Ⅳ 環境基準 

環境基準とは、大気の汚染等に係る環境上の条件について、人の健康を保護し、及び生活環

境を保全する上で維持されることが望ましい基準として政府が定めるものであり、大気汚染関

係の環境基準については次のように定められている。 

 
大気の汚染等に係る環境基準 
（環境基本法第 16 条、昭和 48 年環境庁告示第 25 号、昭和 53 年環境庁告示第 38 号、平成 9 年環境庁告

示第 4 号、平成 11 年環境庁告示第 68 号、平成 13 年環境省告示第 30 号、平成 21 年環境省告示第 33 号、

令和８年環境省告示第８号） 
物 質 環境上の条件 

二 酸 化 硫 黄 1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、1 時間値

が 0.1ppm 以下であること。 

二 酸 化 窒 素 1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内

又はそれ以下であること。 

浮 遊 粒 子 状 物 質 1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg／㎥以下であり、かつ、1 時間

値が 0.20mg／㎥以下であること。 

微小粒子状物質（PM2.5） 1 年平均値が 15μg／㎥以下であり､かつ､1 日平均値が 35μg／㎥

以下であること。 

一 酸 化 炭 素 1 時間値の 1 日平均値が 10ppm 以下であり、かつ、1 時間値の 8
時間平均値が 20ppm 以下であること。 

光 化 学 オ キ シ ダ ン ト オゾンとして、８時間値が 0.07ppm 以下であり、かつ、日最高

８時間値の１年平均値が 0.04ppm 以下であること。 

ベ ン ゼ ン 1 年平均値が 0.003mg／㎥以下であること。 

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 1 年平均値が 0.13mg／㎥以下であること。 

テトラクロロエチレン 1 年平均値が 0.2mg／㎥以下であること。 

ジ ク ロ ロ メ タ ン 1 年平均値が 0.15mg／㎥以下であること。 

ダ イ オ キ シ ン 類 1 年平均値が 0.6pg-TEQ／㎥以下であること。 

備考 
1 この基準は、工業専用地域、車道、その他一般公衆が通常生活していない地域又は場所以外の区域を対象

とする。 
2 浮遊粒子状物質とは、大気中に浮遊する粒子状物質であって、その粒径が 10μｍ以下のものをいう。 
3 光化学オキシダントとは、オゾン、パーオキシアセチルナイトレートその他の光化学反応により生成され

る酸化性物質（中性ヨウ化カリウム溶液からヨウ素を遊離するものに限り、二酸化窒素を除く。）をいう。  
4 ダイオキシン類に係る環境基準は、ダイオキシン類対策特別措置法に基づく（ダイ特法第 7 条、H11.1

2.27 環境庁告示第 68 号）。 
 


